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こん にちは。西洋史 の阪東 です。 駿台史学の過 去 ・現 在 ・未来 というよ うなことでは私,あ
ま り言 うことがないん です。一 つだけ,幹 事 長 とい うものを一期や ったこ とがあるんです けど。
私 の記 憶で は駿台史学会 ってい うのは,お おいに私のために元気 を提供 して くれた学会 であ り
ま して,こ の学会の ために私 が粉骨砕 身 して つてい う覚えは あ りません。 ないんであ ります。
色 々論 文 を載せ ていただ くとかですね,そ うい う点で大 変良か った。、私が 明治大学 にきたのが
1970年 です か ら,そ んな に古 いことではないん です。 その前 に 『歴 史評 論』 とい うものの編
集 をや ってえ らい苦労 したこ とがあ ります。 その 『歴史評論』の編集時 に もう頭 に くるよ うな
こ とが色 々起 こるん です よ。著者 との関係 とか。 今で も忘れ られ ないのが宋 の研究者 で名古 屋
にいた方が,真 っ赤 になる くらい初校のゲ ラを赤 くして,け ろ りと している人 がいたんです。
これは もう どうしょ うもないな と思 って。 その うちに雑誌 に10ペ ー ジで 自分 の言 い たい こ と
が書 けな いよ うな人 は歴史 家の資格がない,と 思 い始め たんです。 だけ ど,そ うはいかない。
や っぱ り10ペ ージで全部の ことを書 くっていうのは,ち ょっと,歴 史は何 て い うか史料 と い
うのが あ りますので,10ペ ージで 自分 の言 いたい ことを書 け るものではなか ったんで す け ど,
その時 は編集者 として苦労 した もんですか ら,そ ういうふ うに思 ったんです。 で も,『 駿台 史
学』 はそんな ことはあ りません。 それで大変助か りま した。 私 が幹 事 を や って いた時 は まだ
(年)2号 で したが,(年)3号 出るよ うにな りま してか ら,ま す ます編集者 に と って余 裕が で
てきた と言 えるん じゃないか と思 います。 もう一つ思 い出す のは,日 ・東 ・西 ・考古 ・地理 っ
てい うふ うにいろん な分野 の人 が一緒 にな ってい る とい うのは,や っぱ りいい ことです。 さて
私 が明治 に就職 してか らしば ら くして お目見え論文 って いうのを書 かなければい けない,と 。
で,「 人民 ポーラ ン ド農村 の若 い世代」 ってい う,同 じタイ トル の回想記集 とい う10巻 本が 出
て いたんですが,そ の3巻 目か4巻 目までの内容 の うち,興 味があ ると思 われ ることを述べ ま
した。誰 も読 んで くれないん じゃないかと思 ったん です け ど,萩 原龍 夫先生 という方が お られ
ま して ね,読 んだ ってい うんです よ。 あれはなか なかお もしろい,と 言 って くれ ま した。萩原
先 生が そ うい うふ うに言 って くだ さったので,大 いに感激 しま した。 私の話 しはそんな ことで
すか ら,30分 も使わな いで20分 で終 ります。
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私 自身 は歴史 の勉強 をポー ラン ド史か ら始 めたんです。 だけ ど,ポ ー ラン ドとい うくには西
洋史 のなかで も変 な分 野だ ったんです。 ま して歴史全体か ら見 る と,あ ま り知 られていな い分
野 だ っなんです。初 めの うちは ポーラ ン ドの ことだけや っていたんですが,段 々経 って くると
そ うもいかな くな る。 で,確 か1995年 に 『ポー ラン ド人 と日露戦争』 とい う本 を書 い た。 そ
うす るとね,ポ ー ラン ド人 と日露戦争ですか ら,ポ ーラ ン ドと ロシア と日本。戦争 が朝鮮 と満
州 だ ったか ら,そ この ことも書 かね ばな りません。 それで ね,い ろんな人 にお伺いをたて た。
日本史 の人,東 洋史 の人。最 後 に神 田先生 に聞 きま した ら清側 の史料 は どこかに存在す る,と
おっ しゃる。 しか しとて もそ こまで手が まわ りません。 その 日露戦争 の原 因の一 つにな った東
清鉄道 とい う,ヴ ィッテ とい う大 蔵大臣が肝 い りで始 めたとい う,そ れがね,当 時の記事 なん
かを集 めた記録 を見 ます と,日 本 で もかな り注 目され ていた らしんです。 シベ リヤ鉄道 という
の は。 これ は大変 なこ とをや ってい るな と。 軍隊 にいる人 は勿論 そ うです。 シベ リヤ鉄道 がで
きちゃうと,ヨ ー ロッパ ・ロシアか らどん どん極東 に兵隊 や武器 が運 び込 まれて しま う。 戦争
を始 めたのは1904年 確か2月 で したが,そ の時にはち ょうどバイカル湖 の と ころだ け シベ リ
ヤ鉄道 はで きて ないん で すね。 バ イ カル 湖 の周 りは工 事 す るの が難 しいんで す。 戦争 中の
1904年 の6月 だか7月 だかにや っとで きたんです。 田中義一 とい う軍 人 が参謀 本部 第二 部 ロ
シア班長で して,部 下 に命令 しま してね,シ ベ リヤ鉄道で一体,一 日何 回列車 が往復 して どの
位の兵員 と物資 を運べ るか調 べろ,と 言 った。 そ う した らね,戦 争 が始 まる時には一 日8往 復
で25万 以上 の兵 員 と物資を運べ るはずだ,と い う計算 を したんだそ うです。 その部 下 の軍人
がね。 田中義一 は,そ んな こと御前 会議 に出せな い,日 本 はせ いぜ い20万 人 しか前 線 に 出せ
ない のにね,相 手 は25万 人 もい るので は負 けちゃ う幽じゃないか,と 。数 を少 な く報告 しろ,
と部下 に命 じるん です。一 日6往 復 しかできな い,と 。そ うす ると20万 足 らず にな るん だそ
うです。 あ,日 本史 の山田先 生 に教わ ったんです。 田中義一 の伝記 には2種 類あ る。2種 類 と
も明治大学 にある。そ の詳 しいほ うを見 ると,そ のい きさつが書 いてある,と 教 わ った もんで
すか ら,読 ん だ ら,な るほ ど,と 。 それで1903年12月 だかの御前会議 で,シ ベ リヤ鉄道 は一
日6回 しか往復で きな くて敵 の兵力 は20万 以下 である,と い うことを言 って,明 治 天皇 はそ
れを信 じ,戦 争 に入 ったんです って。 この ことを知 って以 来私 は軍人 のい うこ とはあてにな ら
ない,と 信ず ることに しま した。 ア メ リカの統 合参謀 本部議長 とか何 とかい ったってみんな軍
人 ですか ら。 ああいう人が言 うことは,余 程疑 って聞かな いとだ まされ ちゃ う。特 に 日本 の軍
人 は人をだ ます ことを 当然 の ことだ と思 ってい る。 そ うい う習慣が あるか ら,そ れはや っぱ り
自衛 隊 も同 じじゃないか な,と 私 は思 っています。 ところで ポーラ ン ド人 と 日露戦争 とい うこ
とを調べ る必要が生ず ると,ポ ーラ ン ドだけでは・済 まない。 ロシア史や満州 のこと も,ま た シ
ベ リヤの ことも勉強 しなきやな らない。 よ く言 えば,視 野 が広 まったことになるん じゃないか
と。 ヴィ ッテの大蔵省文書 を本 当に調 べた ロシアの研 究者 がいた。 ロマノフ ってい う人 なんで
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す けど,そ の時 には まだ ソ連時代 の1928年 。その人が とことん ヴ ィッテの文書 を調 べて,『 ラ
シーヤ ・ヴ ・マ ンチ ュ リー』 って い う本 を書 いた。英訳 もあ ります。 日本 語訳 もあるんだけど,
原書房 か ら出た。読 めば読む程分 かん ないよ うな 日本語 で,ひ どい もので した。 その本,ロ マ
ノブの本 が 出た のが1928年 で,そ の後 スターリ ンが歴史学の問題 につ いて とや か く口 を出す
直 前 で した。 それが よか った。 それか らソ連史学 は次第 に悪 くな ります。 日英 同盟 とか 日露戦
争 につ いて ソ連の歴 史家が書 くこ とは,そ れは もう国益優先 で,国 際主義 の見方 は消えて しま
い ます。 ソ連文献 もや っぱ りペ レス トロイカが行 なわれ る前 は,信 用 して はい けな いのか,と
今 になる と思い ます。
明治大学 を定年退 職 してか ら自由の身 にな った ものですか ら,ま す ますそ うい う気分 にな り
ま して,97年 か ら日本外交史料館 に通 いだ した。 門番の守衛の お じさん と仲良 くな り,二 度
ほ ど海野先 生 とば った り出 くわ しま した。海野先生 は韓 国の ことを調 べ るために外交史料館 に。
私 はユダヤ人 に対 して1920年 代 か ら40年 代 の日本 は どんな政策 を とったか,調 べ るた めで し
た。 ユ ダヤ人の問題 は 日本で も結構 ジ ャーナ リステ ィックには知 られてい るもんですか ら,誰
かは も うや っているだろ う,と 思 って専 門家 に聞 いた ら,ま だ誰 もや ってない,と 。お まえ,
や ってみた らど うだ,と いうわけで。 や りまして,2002年 春 に未来 社 か ら出版 され ま した。
それ を要 約 した ものを古 い大学時代 の友達 に英語 に直 して もらって,そ れ をあ の`Holocaust
andGenocideStudies'って いう雑誌 に提 出する ことに しま した。私 のまた虫の いい最 後の お
願 い は,そ の 日本語 要約版 を 『駿台史学』 に載せ て くれないかな,と 実は内心思 ってお ります。
ちょう ど時間にな りました。(付 記 この論文は116号 に載 せて貰い ま した。)
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